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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 
 
博士課程の研究テーマは白質病変(WMH)の MRI 画像解析と影響軽減手法の開発だった。その

過程で高齢者の脳画像における従来手法の限界を明らかにし、機械学習技術を統合した新しい

効率的な解析手法を開発した。本渡航では、以下の 2 点を目的とした。 
#1 
国際学会 Society for Neuroscience(SfN)に参加し、これまでの研究成果を発表する。 
第一線の研究者と議論を行い、研究内容をブラッシュアップする。 
#2 
University of California San Diego(UCSD)の研究室を訪問し、博士課程修了後の研究テーマやポ

スドクの就職先に関する情報を収集する。 
総合すると、学会発表と研究室訪問を通じて、国際的な研究者らとの交流と次なる研究の展望

を得ることを、今回の渡航の主な目標とした。 
 
成果 Outcome 
SfN での発表では、白質病変の個人差に着目した新しい知見を得ることができた。同分野の研

究者らと活発な議論を交わし、今後の研究の方向性について示唆を得た。 
UCSD 訪問では、データサイエンスと認知症の専門性が高く評価され、そのまま job interview
を受けることができた。またその結果、ポストドクとしての採用が決定した。これにより認知

機能低下と白質障害の関係に焦点を当てた研究を推進できる環境を得られた。 
 
今後の展望 Prospects for the future 
SfN の参加と議論を通して、白質病変研究の深化と、認知症予防・治療への応用につながる新

しい研究テーマを見出すことができた。この知見を元に、白質病変のさらなる病態解明に向け

た国際的な共同研究の可能性を探っていきたい。 
また UCSD でのポスドク先では、データ分析と認知症の専門知識を活かし、白質障害と認知機

能低下の関係性をより深く解明する研究に取り組む。将来的には、この知見を臨床応用につな

げ、認知症の早期発見や個人にあわせた疾患層別化の面で神経科学に貢献していきたい。 
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